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§0. 前口上

昨年 〔1973年 )の 8月か ら10月にかけてぼくは2ケ月間文部省 の短期在外研究員 と

してモスクワ大学に滞在 した.あとで分ったことだが, こうい う形である程度 の期樹に

わたってソ連の大学に滞在 したというのはきわめて例外的なものであったらしい.政府

間ないし大学相互間の科学者交換についてのしかるべき双務的協定に基 くとか,先方の

大学からの招待 によるとか.共同プロジェク トの要員 として派遣 されるということでし

か. ソ連の大学に在外研究者 として (短期訪問の旅行者 としてではなく )滞在する道は

普通にはないのであるらしい.

帰国後,体験談をしゃべ り散 らしていたらたまたま本誌編集部の0氏が同席 していて,

｢それを "物性研究〝 に書け｣という.物理そのものの論文が ≠物性研究〝 に少な くな

ってきているときに旅行談などは--とためらっていたら.その後編集部からも書 くよ

うにとの手紙をいただいた.その気になって見渡してみると, ソ連で開かれた国際会議

の出席者などから.ごく短期の訪問者 としての見聞がいろいろな雑誌に報告 されているこ

とはあっても, 1ケ月以上ソ連の大学に滞在していたという物性屋の見聞記は見当らな

いようである.ぼ く自身はモスクワにだけしか滞在せずかつ滞在期間の大部分をモスク

ワ大学物理学部の図書閲覧室でもっぱらCPAを磁歪の問題に適用す る方法を考えてす

ごしていたので. ソ連の物性研究についての情報を広 く入手 しようというようなことは

しなかった.しかし2ケ月の滞在期間中こまごましたことでい くつか気付いた り発見 し

た りしたことがあり,それはぼくのような滞在の仕方をしなかったら気付かぬことだっ

たかも知れぬとも思 うので,それ らを紹介 してみたい.
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§1. 観察雑記 (国際会議,モスクワ大学 )

ホテル代の話 §4に述べるようなモスクワ行 きの経緯があったか ら,ぼ くはホテルは

国際会話の組織委員会には申込 まず,旅行業者 を通 じて単 なる個人旅行 という形で予約

した∩ ぼ くのホテルは 1953年 に建て られたスター リン好みの尖塔 をいただくレニング

ラー ドホテルで. 19階のバス ･トイ レつきのやや時代 ものの一室に 1日30 Rいレ-

ブ リ )で泊 った ｡ 30R の中には毎 日1R,の朝食券 と期間中 1回の 2時間ほどのバスで

のモスクワ市内観光が含 まれていたい 19階のぼ くの部屋は宿代 と同様 とても高 く.コ

ム ソモール広場に面してヤロスラフ, レニングラー ド.カザンの 3タ-ミナ/レ駅 を眼下

にみおろす眺望絶佳なものではあった.他方,国際会議の組織委員会 を通 じて申込んだ

人たちは 1日22Rでモダンなロシャ ･ホテルのバス ･トイ レ付の部屋 が提供 され,か

つ iRの朝食券 と3Rい くらかの正餐券,会場までの往復バ ス,市内観光, 2つの小旅

行等のサービスがその中には含まれていた.ぼ くが社会主義国での物の値段 がその物に

含まれる中味 と必ず しも一致 しないということを発見 した最初 の坂合 がこれであった

【のちに 日本の 3DK程度のアパー トの買取 り値段 が日本の大衆車程度の乗桶車の値段

より安い (〟 )とい うことも発見した ).国際会議参加者には当 り前のことのように思

えていたようだが,ぼ くにはこれはソ連の国際会議参加者に対する破格の出血サービス

のように思れた｡

9月になってから高等教育省の管轄下にある大学ホテ/レ(モスクワ大学から徒歩で 2

0分程度の所にある )に移ったが,これはモダンな建物 でバス ･トイ レ付の個室が素泊

り10R であった.素迫 り3700円というのはちょっと高いようにも思えるが,注意す

べきは,これは外国人であるぼ くに対する料金だとい うことであって,ぼくは ソ連人の

宿泊料は もっと安 いのではないかと推察 している.なお,大学ホテルの玄関にはロシャ

･語で ｢空室なし｣とい う札がかけてあった. このホテルがふつ うのホテ/レとちがい高等

教育省の管轄下にあることを思 うと. ソ連人は一般には予約なしで普通のホテ/レに行っ

て交渉 して空室があれば泊 るとい うこともできるのではあるまいか.大学ホテ/レは高等

教育省 に属 していて,普通のホテルとはちが うので,わざわざ ｢空室なしの札｣をかけて

いたので(,言あるまいか.

Kondorskyの研究室その他 観光写真中央に奪 えるモスクワ大学中央館には,本部.
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数学部,地質学部が入ってお り,中央舘から両翼にのびているのは学生寄宿舎および職

員宿舎である. Sedovはこの職員宿舎 に住んでいるハ中央舘のエレベーターで行ける最

上階は28階でそこは地質博物館になっている.ここからガラス窓ごLに四方を見おろ

す ことができる0 24階にはバ/レコニー-の出口がある.バ/レコニーや地質博物館から

"下界〝 の写真をとっても構わない.モスクワ大学の中央舘に入れさえすれば,博物館

にゆくこともバルコニーに出てみることも,そしてそこから下界の写真 を写ることも自

由である.モスクワ大学の建物の中に入るにはパスが良る.出入口には赤い腕章をまい

た守衛 (老人ないしおば さん )がいて椅子に坐ってパスをチェックしている.必ずしも,

いつも凡帳面にチェックしているわけではない･旦なれない奴だと思われた り,視線が

あった りするとパスを見せろと言われる｡

物理学部は 32講座から成 る大世帯で,中央舘の裏手 (南側 )のロモノソフの像のあ

る庭園をはさんで,ちょうど対面の位置に東に物理学部.西に化学部の 5階建のビルが

建っている.この両学部の建物は観光写真でみ られる通 りのモスクワ大学のスタイルを

している｡ 物理,化学キャンパスの東側にできている哲学 ･経済学部の建物はモダンで

あ り. また西側にある植物 ･土壌学部の建物 もモスクワ大学風ではない.

磁気講座 を主宰するE･Ⅰ･Kondorskyは65才 〔当時 ). E･Ⅰ･はエフゲ-ニ ･イヴ

ァノウイチの頭字である. 1リ37年 にこの地位につレ､た.前任者はAkulovで 1928-

35にその地位にあった.この講座の teachingstaffは7人,それを含 めて 27人の

研究補助者など26人がいて総勢 53人の大世帯である.もっとも.この講座に所属する

理論家 Vedyayevによれば.この うちタイ ピス トはたった 1人で,その人が講座内研究

者の全論文のタイプをうつ,それでタイプにかな りの時間がかかるそ うである 〔かれは

そ う言って肩 をす くめた )o実験の研究室であるせいか,ぼ くの訪ねT=スタッフの部屋

部屋は実験装置 ･器具が広 く陣取 り研究者はその片隅に自分の机をおいていた.ある実

験室に同居 している理論家 Vedyayevの机 も例外ではなかった. Teaching staff杖

それぞれに指導学生 (院生 ?)をもって研究指導をやっているようであった.

Kondorskyはインバー問題については.KnndorskyのモデルをCPA的取扱いで発展

させようということを考えていた しJETP lJetters18 191参照 ).西欧諸国との

科学者交換 も政府間協定に基 くものが進んでいるようで, 10月からはスエーデンの大
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学教授 〔大学名失念 )で photoemissionの実験家 P･0･Nielsson という人が 1年間

の予定でKondorsky の研究室に滞在することになっていたOのちに親 しくなったアナ

トー リイの物理学部の学生数を聞いてみたら2000人 くらいだとい う.一桁間違ってい

ないか と思って,物理の学生数だと念 をおしたらそ うだという｡ ｢一学年 450 人で 5

年生までいるn 学年の学生数は t関数で,途 中でいなくなる学生がいて,上の学年ほど

数 が-るから.まあ2000人 とい う所だろう｣ぼ くは学会のとき化学部の大講義室の座

席数 を数 えてみたことがあって,それがざっと300人程度の収容能力だと思った覚え

があって ｢ソレデ′､講議室二人 リキレヌデハナイカ｣ ｢学生をふたつのグループにわけ

て講義を しているのである｣そばにいたボリスが横から口を出して ｢中央大講義室は 6

00人 を上まわる収容力があ り--｣ ｢ソレ/､物理学部 ノ講義室カ ?｣ ｢そ うだ,原理

的には収容可能である.しかし一学年全部まとめて講義するのは教育上よくないので.

2つにわけているのである｣ぼくがこの 2日ほど前に夜 8時すぎまで図書室にいて帰る

とき,図書室のロッカー ･ルーム (ちゃん と番人がいる )にはまだ沢山学生のカバ ンが

残ってお り,玄関下のクローク ･/レ-ムにも外套や帽子が沢山残っていたことを思い出

して,そのことをいうと.ボリスは ｢朝 9時から夜 22時頃まで仕事 〔勉強 )をす るの

はむしろありふれたことだ｣とこたえた.ぼ くは,ぼ くが学生の頃から,社会主義国の

コムソモールなどの活動家に会 うことがあったら是非してみたいと思っていTC質問をア

ナ トー リイ とボ リスにしてみた′､ 『コムソモー/レなどの指導的地位につ くと物理の勉強

をする時間がな くなるだろう.そ ういう地位についた物理の学生は物理の勉強はどうし

ているか』 という質問である.こたえは. ｢勿論物理の勉強はできない. しかし.かれ

らが物理 をや りたければ.た とえば 1年後に指導的地位 を交代 して物理にもどる｣ ｢ソ

連においては,よい学生 とは,物理の学生であっても,社会的問題に関心 をもちそれに

携わる学生である.よいコムソモールはよい学生である.物理の学生でもマルクス ･レ

ーニン主義 を学ぶのである｣云々というようなものであった.

物理の大講義室の正面には赤地に白抜きでマ/レクスの資本論の序言のことば ｢学問に

平安の大道はない.険阻 な山道を辿るのに疲れることをいとわぬ人のみが,ひとりその

輝ける絶頂に立ちうるのである｣が大きくかかげ られている.

物理の図書室 物理学部の図書室は 4階 と5階の中央部にたっぷ りスペースをとって
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作 ら れ て い る 0 5 階 に は 広 々 と し た 学 生 閲 覧 室 , 目 録 室 , 開 架 図 書 室 , 国 内 雑 誌 室 をか

ね た ス タ ッ フ 用 閲 覧 室 . そ の 隣 り に 外 国 雑 誌 室 , 館 内 閲 覧 業 務 室 が あ り , ま た 図 書 室 -

の 入 口 に は ロ ッ カ ー ･ /レ - ム ( と い っ て も ロ ッ カ ー で な く て 鞄 を お く た め の棚 が あっ て

番 人 が い る ) が あ っ て . -図 書 室 - 入 る 前 に こ こ に 荷 物 を 預 け る . 4 階 に は 書 庫 と館 外 貸

出 業 務 室 が あ る . 物 理 の 図 書 室 の 長 は 気 品 あ る 老 婦 人 で あ っ た . 開 館 時 間 は土 曜 日を も

含 め て 平 日 は 8 : 3 0 か ら 2 1 : 4 5 ま で , 日 曜 は 1 0 : 0 0 か ら 1 7 : 4 5ま で で あ る. 図 書館

職 員 は 交 代 で お そ 番 勤 務 に つ い て い る よ う で あ っ た . モ ス ク ワ の 公 共 の建物 は ク ロー ク

･ ル ー ム が 必 ず あ っ て , 中 に 入 る 時 外 套 , 帽 子 , 場 合 に よ っ て は 手 荷 物 も必 ず預 け るよ

う に な っ て お り . モ ス ク ワ 大 学 も そ の 例 外 で は な か っ た か ら , 図 書 室 が 日曜 あ る いは夜

1 0 時 近 く ま で 開 い て い る と い う こ と は , 玄 関 の と こ ろ の ク ロ ー ク ･ ルー ムの勤務 者 最

低 1 人 , 図 書 室 前 の ロ ッ カ ー ･ ル ー ム の 勤 務 者 最 低 1 人 が , 図 書 館 職 員 の他 にそ の時 間

ま で 働 い て い る と い う こ と で あ る . 実 験 室 の 自 分 の 机 で は 店 を 拡 げ て仕 事 をす るに は狭

す ぎ る と い う こ と が あ る せ い か し 理 論 の 研 究 室 の こ と は 知 ら な い ), 図書 室 で勉 強 す る

と い う 風 潮 は 日 本 よ り あ る よ う に 感 じ た し 日 本 で の ぼ く が , 雑 誌や コ ピー を 自分 の部 屋

に も ち こ ん で そ こ で 読 む , 図 書 館 を 勉 強 部 屋 と し て は 利 用 し な い とい う くせ を もっ てい

る た め に . こ う 感 じ た の か も 知 れ な い ) . ス タ ッ フ 用 の 閲 覧 室 に は約 ･50 の席 が あ り,

よ く 図 書 館 で み か け る よ う な 前 立 の つ い た 個 人 机 が 配 置 さ れ て い た が, 午 前 9時 に はほ

ぼ 満 席 に な っ て い た . ぼ く の 経 験 で は 9 時 頃 ま で に 出 て 来 た とき には大体 空 き席 をみ つ

け る こ と が で き た が , 9 時 半 近 く に 出 て 来 た と き は 席 は 全 部 ふ さが ってお り. そ うい う

時 は 閲 覧 室 の 隣 り に あ る 外 国 雑 誌 室 の テ ー ブ ル を 利 用 し た.週 の半 ば 頃 の 日には此 処 も

か な り こ み あ い , 雑 誌 と ノ ー ト を 横 に 並 べ て お く と 隣 の 人 の領 分 をお かす の で. ノー ト

を 手 前 に 雑 誌 を 向 か う に と い う 工 合 に お い て 勉 強 し た . もっ とも閲 覧室 の 占有 され た机

の す べ て に 人 が い る と い う 場 合 は ま れ で . 2 割 く ら い は雑 誌 や ノー トがお いて あ る だけ

で あ っ た . ｢机 を 占 有 し た ま ま 1 時 間 以 上 席 を 外 し て は な らな い｣ とい う貼 紙 が壁 に あ

っ た け れ ど も , こ れ は 必 ず し も 守 ら れ て い な か っ た よ うで あ るO ぼ くも昼 食や 夕食 を と

り に 出 た と き に は , 確 実 に こ の 禁 を 犯 し た .

ス タ ッ フ 用 閲 覧 室 で 勉 強 し て い る 人 の ほ ぼ 半 数 〔ち ゃん と数 えた わ けで は な い が )は

婦 人 で あ っ た . ば く ら よ り ず っ と 年 輩 の , 白 髪 を ま じえた老 婦 人 が何 冊 もの雑誌 をつ み
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上げ,要所要所のメモをとりながら調べものをしている姿は,一種厳粛な気品を感 じさ

せT=. 1917年に革命があってか ら56年が経っ｡これ ら老婦人 も革命後に育った人た

ちなのだ. ソ連の社会主義についていろいろのことがいわれているが,社会主義が婦人

の潜在的可能性 を現実のものにしたこと.婦人の前に多様な可能 な道を開いたというこ

とは否定で きないと思った. もっとも,それでも家事の責任は伝統的にまだ婦人の肩に

相対的には重 くかかっているようで,物理学部のビュッフェで食事のついでに食料品も

かいこんでいるのは大低女性で.男はほとんどがただその時の食事をとるだけであった.

外国雑誌室には,最近 5ケ年間ほどの外国雑誌が開架で排架 されているのであるが.

面白いことに, これ らはほとんどが リプリント本であったoPhys.Rev･ の部厚い号

などは2冊分になっていた. わが物理学会のJnurnalも,京都の Progressもちゃんと

リプリント本になって並んでいた. リプ リン ト本は単色刷 りなので色つき表紙や色刷 り

図版の雑誌 もみな単色になっていた.だからといって原本が物理の図書室に全 くなレ､と

いうわけではない｡外国雑誌室に排架 されているはずの号が見当らなかったとき,舘内

借出 しの手続をしたら原本を貸出してくれた. リプ リン ト本 を作っているのは多分外貨

節約の国策によるのであろう.

開架図書室には単行本がずらりと並んでいたが.それ らはすべてロシャ語であった.

図書は分野別に分類排架 され,同一分野では著者のロシャ語アルファベ ッ ト順に排列 さ

れている.需要の多いと思われる本は同 じ本が数部おいてある.お国ぶ りが うかがえて

面白かっにのは,いわば第 0番 に相当す る書架数個 し1個は高 さ約 2m, 巾約 1m )が

マルクス主義関係の本にあがられていたことである.まず,第 1番 目の書架 がロシャ語

のマルクス ･エンゲルス全集,第 2と第 3の書架がレーニン全集 (これは各巻 10冊 く

らいづっおいてある ),第 4の書架がマルクス ･レーニン主義哲学 〔弁証法的唯物論,

史的唯物論 ),マルクス主義政治経済学,社会主義の政治経済,第 5の書架がソ連共産

党史関係の図書にあてられていた.アナ トー リイとボ リスが話 してくれTc'所によれば,

物理学部でも正課 として, ソ連共産党史,哲学 〔弁証法および史的唯物論 ),政治経済

学,科学的共産主義について学ぶということであった 〔アナ トー リイが ｢弁証法は--

ゲル以降を,史的唯物論は･･････｣ といいかけたのをぼ くが一瞬唯物論の歴史と勘ちがい

して話 をひきとり, ｢--ギリシャ哲学 カラヤルノカ｣ ときいたら,アナ トー リイはけ
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げんな顔 をし, ｢否,香,史的唯物論はマルクスに始まる｣ ｢アッ, ソウカ.唯物論 ノ

歴史デハナクテ--･｣ ｢そ う.史的唯物論である｣).第 6番 目の書架か ら,数学,理

論物理学･--と分類別に専門書が並び始めるのである.ぼくがポ ピュラーな単行本 とし

て思いうかべることのできる本は,大低 ロシャ語に訳 されて並んでいた. Kubo編の裳

華房の大学演習 "統計力学〝 に相当する本 も英語版から露訳 されて並んでいた し,また

例えばH.Jonesの "TheTheoryofBrillouinZones-〝も露訳 されて並んでいた.

物理をやるのに,ロシャ語 さえ知っていれば基本的には不便 しないような工合になって

いるように見受けられた.

ソ連版論文選集 日本の論文選集に相 当するものは, 日本ほど数多くではないが,ソ

連でも出版 されている. 日本 とのちがいは,採録論文がすべて露訳 されているとい う点

にある. 1963年に Vossovskyの編集で "金属 ･合金の強磁性の理論〝 とい う論文選

集がモスクワの外国文献出版所から発行 されている.これはかな り読まれているらしく.

そこに日本人の論文 としては Shimizuの 1960年の 2編の 論文が露訳 ･採録 されてい

るせいか,ぼ くが日本から来たというと,ほとんどの人が,ではShimizu を知ってい

るか, とぼ くに聞いた.この論文選集に採録 された論文 リス トは付録 としてこの報告の

末尾に添えてお く. ソ連でその当時 どういう仕事が評価 されたかの参考資料になるであ

ろう.論文が露訳 された日本人は Shimizuだけかと思ったら必ずしもそ うではなく,

1956年には同 じ出版所からVonsovsky監修, Shubin 訳で論文選集 "反強磁性〝 が

出版 されてお り,そこには, Nagamiya,Yosida,Shimizu,Yamashita,Kubo,

Tsuya-Ishikawaの諸論文が露訳 ･採録 されていた.

1971年には. Vonsovsky の,磁性に関す る百科全書的大教科書 "磁性一反磁性体,

常磁性体,強磁性体,反強磁性体,フェリ磁性体の磁気的性質〝 が発行 されている.こ

れは文献 7000以上を網羅した 1000 頁を超す大著で.磁性に関する話はほとんど何で

も書いてある〔ようにパラパラとめくってみた限 りでは感 じる ).この本は物理の図書

室に7-8冊整えられていた.モスクワ大学中央舘の広場にある本の小店 しこの広場に

は雑誌,本,分房具等の小店が店 をひろげている.物理学部の一階 ロビーの一隅にも本

の小店がある )でも国際会議のときにこの本が売られた.ただし8月25 日に売切れて

しまった.実は,ぼ くはモスクワに来て買 うつ もりの本の一つとしてこの本を予定 して
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いたのだが,多少気持 ちにゆとりができて来て,休憩時間に本 を物色 した りしは じめた

のが 8月 26日だった.本屋のおば さんに ｢ボ ンソフスキーのマグネテ ィズムはあるか｣

と聞いてみT=ら ｢昨 日売 りきれて しまった｣ とい う答 だった｡街でクニージュヌイ ･ミ

-/レ〔本の世界 )とい う建物 をみかけた ことを､思 い出して ｢どこか他の本屋, た とえば

クニージュヌイ ･ミール-行 った らあるだろ うか ?｣ ｢いや, どこに もないだろ うoこ

の国際会議 のためにここに5冊配給 があったのだか ら.そ して昨 日みんな売れて しまっ

た.｣この話 をVedyayevにして残念 がった ら ｢よし,おれが探 してや る.あさって会

う時 もってきてや る｣ と言った.そ して,かれの本 (多分 )をぼ くに プレゼン トして く

れた. ソ連 の本 としてはかな り高価 で 6.73R,約2500 円の本である 〔ちなみにぼ く

が同 じ店で買ったランダウ ･リフシッシの理論物理学小教程第 1巻 "力学 ･電気力学 ･

(1969年 )は 270頁で 54K Lカペイク 100K-1R),第 2巻 "量子力学 〝 〔197

2年 )は 370頁で 79Kであった ).

このように大 きな百科全書的な本 を作ったのは, ぼ くの想像 では, 63年の論文選集

以後の磁性理論の展開が多岐にわたっていて論文選集方式 では膨大にな りす ぎて拾収が

つかな くなるためではないか と思 う.ぼ くは以 前か らずっ と気になっていたことが一つ

あったので.それがこの本 で どうなっているかをしらべてみた｡それはNagamiya-

Yosida-Kuboの反強磁性についての総合報告 〔Adv｡Phys･旦〔1955)1) が本文

中 〔12頁 ) では ｢著者 たちの見出 しえに限 りでは,反強磁性体 に特有な磁化率の最初

の測定は 日本でHondaとその協同者たちによってなされTC｣ ｢かれ らはMnO,CrP3,

CuBr2,CuOおよびNiOを液体空気か ら1000℃の間で研究 した｣ と指摘 しながら,お

そ らく文献整理段階にお けるミスのために最 も歴史的な とい うべきHonda-Son昌の 1

914年のMn一化合物 に関す る論文 〔ネール点での磁化率異常 を観察 ･記録 した歴史的

に最初 の もの. この年 Honda-Son昌は 2つの論文 を発表 してお り. あとの方の ものが

Fe_お よび Cr~ 化合物 についての ものであったが, このあ とのものだけが文献 リス ト

に採録 されTC)を文献 リス トか ら脱か し, また反強磁性物質デー ター一覧表からもMnO

の欄 にあって しかるべ きこの文献 とそのデーター を落 していた しこの歴史的文献 は

K.HondaundT.Son占:sci.Rep.TムhokuImp.Univ.3(1914)139-152

である ).Vonsovskyの 本でこの脱落 が補 われて･いるか,それ ともやは り脱落 したま
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まであるかということが気になったのであるが.この本の 703真にのせられた反強磁

性体の一覧表 (表 22.1)のMnOの項および関係論文 リス ト(pp763-773)から上記

論文は脱落したままであった (同年のFe_およびCr-化合物の方の論文は文献番号136

として採録 されていたが ).Nagamiya-Yosida-Kuboの総合報告がす ぐれた権威あ

るものであるだけに.またVonsovskyのこの本が 1970年頃までの磁性研究の集大成

といってよいかも知れぬほどのものであるだけに,そこから脱落 した上記論文の存在が

忘れ られてしまわぬことをぼ くは望む.

国際語としての ロシャ語 国際会議出席者が帰国後いろいろな雑誌に書いているもの

をみると, ソ連からの参加者がもっぱらロシャ語で講演 したことに対する評価 はきわめ

て悪いようである.たしかにわれわれ資本主義体制の中に住むものにとってロシャ語は

英語ほどには親 しみ深 くない.また, 日本やイン ドなどを含めてアメ リカと西欧資本主

義諸国が一つの学問的な国際社会 を作っていることも事実である.しかし,われわれは

このことを余 りにも当 り前だと感 じきっているために,われわれの世界のほかにももっ

と別の世界があって,そこでは人々はロ~シャ語を主たる言語 として物理をやっていると

いう事実にほとんど気付いていないのではあるまいかoここでぼ くは社会主義体制,社

会主義圏のことを言お うとしているのではない. ソ連 自体が一つの国際社会 〔正確には

多民族社会 とい うべきだろうが )であ り, ロシャ語はそこにおける国際語だとい うこと

を言いたいのである.国際会議に出席 した注意深い人は, ソ連の紙幣に,たとえば 1氏

紙幣ならロシャ語で大きく-ルーブ リを書いた下-た しか 2列にわかれて 7行づっ計 1

4個の言語で-/レ-ブ リと書いてあることに気付いたであろう.その中にはわれわれに

見慣れたローマ字風の文字 もあった し,ロシャ文字風の文字 もあったし,中央アジア風

とでもいうかイン ド文字ないしアラビヤ文字を思わせる文字 もあった. ソ連 自身が一つ

の国際社会であ り15の共和国か ら構成 されている.ロシャ語はソ連邦を構成す る 15

共和国中の 1つであるロシャ連邦共和国の中心たるロシャの国語なのであって, ソ連人

全体にとってロシャ語が母国語なのでは決 してない｡ソ連 という一つの国際社会 にとっ

てロシャ語は国際語なのである.

8月31日のひるすぎ,ぼ くはロモノソフ像のかTCわ らのベ ンチでアジア風の容貌を

した､女子学生 と話合 う機会があった.ヴェ トナム人かも知れない,それにしては北方系
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の感 じだがあるいは蒙古人か と思いながら話 しかけてみた.かの女 は英語 は全然知 らな

い, ドイツ語 なら学校 で習ったとい う.ぼ くは ドイツ語 は全然忘れてしまった.結局か

の女の本式のロシャ語 とぼ くの片言のロシャ語 とで.ぼ くの常に携行 していた ロシャ語

辞書 を時には使 いながら会話 し,ぼ くがかの女につ いて知 りえたことはおおよそ次のよ

うなことであったのかの女はロシャ連邦共和国に属する トウヴィ- ン自治州の出身であ

る. この 9月か らモスクワ大学の物理学部に入学す ることになった し9月 1日か ら新学

期 が始 まる ). 3日間 汽 車 にゆ られ て (それか ら多分飛行機 に乗継 いだ といったの

だと思 うが, それはよく分 らなかった )モスクワに着いた｡辞書にのっていたソ連の地

図をみた ら, トウヴィ-ン自治州はバイカJL,湖のやや西,蒙古 との国境に近 い所 にあっ

TC.おそ らくそれは辺境の地 といってもよい所であろう. もし十月革命がなかったら,

かの女は遊牧の民の一員であったかも知れない.一族 の男T=ちにか しづ く生活か も知れ

ない. しか し,今かの女はモスクワ-物理 を学ぶべ くやってきている｡ 辺境 どもい うべ

き地に生 まれた一人の若い女性の前に,一つの現実的に可能 な進路 として物理学-の道

が開かれているとい う事実にぼ くは感動に似たものを覚 えTC.

大学の食堂で出合った Tamayev とい う物理の大学院学生は, 日本の農村などでみか

けてもおか しくないよ うな風貌であった.アジアの どこかの国か ら来たのか と思って聞

いてみに ら,かれはグ/レジヤ人であった.ぼ くが日本人 だと知 るとShimizu を知 って

いるか ときき, また 自分 も似たことをやっているのだといってWatanabeと Shin(1hara

のことを聞いた.かれはぼ くに対す る友情 をあ らわに示 し,おれたちは固 く固 く連帯 し

ようといって, 自分の両手を顔 の前で握手す るような形 に組合わせて前後にふるのであ

った ●

かれにとっても,またさきにのべた女子学生にとって も, ロシャ語は決 して母国語で

はな くて外国語 なのである.そしてそれはわれ らにとって,一つの国際的言語 としての

外国語 なのである.多 くの 日本人はこの事 を知 らず, あるいは知っていても身にしみて

は感 じず, ロシャ語 をソ連の母国語 ･民族語 と解す る向きがあったのではなかろ うか

しソビェ ト人の発表がソビェ ト語でなされた と書いていた レポー トを見た記憶 がある )●●●●●

そ して国際語 としてのロシャ語の使用を ソ連のエゴイズムないし民族主義, あるいは国

際会議の国際性 に対す るソ連の無理解 とい う工合にのみ受取っているのではなかろ うか｡
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本多とAbllov ふ としたことから本多と本多スクールの歴史に興味 をもつようにな

ったぼ くは,本多光太郎が終生Weiss理論 をうけいれなかったということもあって,

Weiss理論がどのような経過でフランス以外の国々に うけいれ られるようになったかに

ついて関心 をもっている.大学-の滞在の手続 きをとりに本部に連れていって もらった

とき,その待時間のあい間に本多のことなどを話 しながらソ連でのWeiss理論受容のプ

ロセスについてKondnrskyに聞レ､てみた. Kondorskyは本多が戦後まで存命であった

と聞いて驚いていた. Kondorskyの師Akulovと本多 とは頻繁に手紙のや りとりをして

いたが 37年頃か ら手紙が来な くなったので, 自分 〔Kondorsky)は本多はその頃亡 く

なったものと思 っていた. ｢そ うか,戦後 まで存命であっTCのか｣ ｢ソウダ.亡クナ ッ

タノ′､1954年デアル｣ ｢Akulovは磁性についてWeissとはちがった見解 をもってお

り,その見解 は本多に似ていた.そして Akulovは本多を尊敬 していた.｣ぼ くが磁性

の歴史に関心があるといったら,モスクワ大学の Dr.Miryasovが歴史のことを調べて

いるとのことであった.Miryasovにできたら会ってみたいと思い,後日耳､う一度

Kondorskyに MiryasovのことをきいTCら ｢彼 は目下引退間近であ り,病気で入院 し

ている.英語はできない. Vedyaevに Kondorskyか らだといって会 見の手筈 をつけて

もらい.会見の時は同席 して通訳 して もらったらよいだろう｣ と助言 して くれT=.

Miryasovの問題意識はぼ くのそれ とはちがっているようだ し,忙 しそ うな Vedyayev

をわず らわすの も悪いし,今のままで会ってもあまり実 りは期待 されないし. と思って

全 うのはあきらめr=.

第2次大戦と物理学部 物理学部の建物の玄関にむかって左側の壁にそって,一つの

記念碑 がある.そこには ｢1941年から1945年にかけての偉大な祖国戦争の歳月の中

でわれ らの祖国の自由のための戦いに破れたモスクワ大学物理学部の学生,大学院学生.

職員,教員に永えの栄光あれ｣ とい う言葉が刻まれてお り,その言葉の下に 121人の

学生,大学院学生,機械工,ガラス工,技術員,研究員,助教授,教育部主任.副学部

良,物理学部覚委員の名がアルファベ ット順に並んでいた.碑の前には花が供え られて

いた.まに,滞在することになって数 日の うちに気付いたのだが.ぼ くは物理学部 の建

物の中でしば しば隻手の人,隻脚の人,隻眼の人等 々をみかけた.そのような人 が, ぼ

くが日本で通常みかけるよ りもずっと多い割合でいるような気がした巾それ らはおおむ
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ね年配の人であった.アナ トー リイにそのことを話 して,第 2次大戦の戦傷者かと尋ね

たら,そ うだとこたえた.モスクワ大学に滞在中,ぼ くは何度かこの碑の前に仔み,フ

ァシズム打倒のために ソ連人民の果 した役割 とその犠牲の大きさを思いながら,そこに

刻まれた 121人の名を立ち去 り難い思いで見つめた.

壁新聞 物理学部 2階のホールには学部の壁新聞がある∩ これは廊下の壁面-ぱいを

利用したものである. 日本でよく見 られるような直接紙に墨で大きい字で書いたもので

はなく,要所要所に写真や見出しや挿絵などを入れながら, タイプ用紙にタイプで打っ

た記事 をちゃん と編集 して,だて 1m, よこ4-5mくらいの大きな台紙に割付け配列

したもーのであった.だから壁新聞は遠 くか ら眺めるだけでなく.興味ある記事には身を

近づけて読むべきものになっている.物理学部の壁新聞は学部当局,学部の共産党委員

会, コムソモー /レ(共産主義青年同盟 )委員会,労働組合,学生 自治会の共同編集にな

っていTC.この壁新聞は月刊 らしくて, 9月末までは入学進級おめでとう号 とで もいう

べきものが貼ってあった.学部の偉い先生が何か教訓めいたもの (トボクが推察シタモ

ノ)を写真入 りで書いていた り,先に紹介 した物理図書室の長の老婦人の享実入 りの記

事があった りした.また. この号には,地球物理学科の学生たちがその夏休みにクナシ

リ,エ トロフ等のクリール諸島に地質調査に行ったその報告がのっていた (大学中央舘

28階の地質博物館にはサノ､リン島やクリ-/レ諸島の地質図やその付近の海図なども展

示 されていTC)0 日本ではクリール諸島について ｢未解決の北方領土｣問題 として,こ

れらの島々に以前居住していた人々の素朴な郷愁に便乗 しつつ,排外主義に容易に転化

しうると思われ る庶民的なナショナ リズム ･領土欲 を煽 りたてるような宣伝が行われて

おり,左翼勢力の間でも国会 での議席数の増大と不可分の関係をもってこのような風潮

に迎合する傾向が見られ るけれども,われわれ ももっとクー/レに事態 をみなければなら

ぬと思 う.この壁新聞の記事などからうかがわれるように,すでにその地では四半世紀

以上も. 1945年 までとは全 くちがった人々の生活がいとなまれているという事実を見

落してはならぬ.さらに. 日ソ間の国境問題は単に日ソ間のそれにはとどまらず,より

複雑な歴史的経緯 をもつ ヨーロッパの国境問題に連鎖反応を起すかも知れないことも念

頭にお くべきであろう.第 2次大戦後,第 3次大戦の火種 とな りうるものがいくっかあ

ったけれども,その一つにヨーロッパにおける ドイツ問題 一 国境問題があっTC.西独
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プラン ト政権の平和-の功績はこの問題 を現実的に処理した 一 火種を火消 し壷に入れ

たという点にあるのだ.かってクリール諸島が日本の版図下にあったとき.それは辺境

の地であり僻地であった.今, 日本の国内の過疎地帯で人々が村を見棄て,村々が廃

となってゆきつつあるときに,一方でクリール諸島の領土問題に固執 しつづける日本の

政治家の姿勢にぼ くはきな臭いものを感 じる･--.壁新聞のこの記事をみながら,ぼ く
●

はこんなことを感 じていた∧

9月末に貼 りかえられた壁新聞に, 日本娘 と思われる顔の 〔日本髪 を結った )絵がかい

てあ り. また子供 をおぶった日本婦人 らしい写真 をみかけT=.おやっと思って近づいて

見出しを読んでみたら ｢日本における 10ケ月｣ と題 してこの学部の電波関係 の研究者

が東海大学に 10ケ月滞在して帰ってきTC〔モスクワ大学 と東海大学 との間に学者交換

の脇定が結ばれているらしい )その印象記を書いたものだった.銀座の夜景,丸の内の

昼の景乱 夜行の山行 き列車をまって新宿駅で坐 り土んでいる登山者の艶 かれ 自身の

富士登山の記念写真 とともに. タイプで打ったロシャ語の記事がタイプ桶紙 5-6枚に

わたって書かれていた..東海大学の松前学長が社会党の議員であったこ幸 を強調 し,ま

に 日本の学生運動 (反安保 )についての紹介 もしてあった.

物理学部の中の壁新聞は,この学部全体のものの他に各研究室ごとにもあるようで,

下を歩きながらちょくちょく小掲示板 いJ､壁新聞 )をみかけた.ある掲示板 には∵組

の組写真が貼ってあって.畑でジャガイモを-ばい入れたバケツを2人で運んでいた り

( ≠われらの土曜労働〝 というコメントがっいていた ),一同が車座になってジャガイ

モを頼ぼっていた り( "働かない奴が食っている〝 とコメントしてあった )する写真で

あった.かれ らの.畑での収獲労働であることはたしかでが,これがコルホーズに勤労

奉仕に行った写真なのか, リクレーションとしてのいもほりの写真なのか,その辺はよ

く分 らなかった.楽 しげな写真 とコメントのいかにも楽 しんでいるニュアンスがぼ くに

何 となくレクレーションを思わせ,他方でまさか大学生がレクレーションにいもほ りで

もあるまいという気もするのである.

コムソモール独 自の壁新聞も2階ホールの別の場所に貼ってあった那.てこには授業

をさぼって映画にゆく学生 を皮肉った漫画と記事 ものっていた.

ぼ くのモスクワ滞在中に起った国際的大事件 として,チリのファシス トによるアジェ
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ンデ人民政権転覆のクーデターと中東戦争がある.チ リ問題がおこっTCとき,中央舘一

階広場中央部の壁には怒 りをこめた壁新聞が貼 り出された.それは,物理学部の行儀よ

く編集 された壁新聞とはちがって,見出しや写真につけたコメントなどの筆勢 ･筆遣い

からほとば しる怒 りが感ぜられるよ うなスタイルであった.ファシス トのクーデター と

影で糸をひくアメ リカ帝国主義を強 く攻撃 していた.壁新聞の前には人々が群れて熱心●

に読んでいた. 9月20日頃に見た壁新聞にはアジェンデの最後の 日のたたかいの模様

が ｢9月 11日.火曜 臥 7月 40分--｣ とい う書 き出 しに始 まり, ほとんど20分

か 30分おきに事態の進行の模様がタイプ用紙数枚にタイプされ ｢14時 15分,--

〔おそらくアジェンデの死 )｣で終っていた.ロシャ語でタイプされていたので詳 しい

中味は分らなかった (日本-帰れば日本の新聞に報導 されているだろうと期待 したが,

帰国後読んだ親間には自殺説は報導 されていたが,アジェンデのこの最後のTCにかいの

有様は報導 されていなかった ).チ リ共産党書記長 コルバランがKhunta (ソ連ではチ

リのファシス トをスペイ ンめ政治結社 し岩波 ロシャ語辞書による )になぞらえて, フン

タと呼んでいた )につかまった時の壁新聞も怒 りにみちたものであった.アジェンデと

コルバランの大 うっ しの顔写真が黒枠で囲ってあり, コルバランを救え/とい う微が大

きく書いてあった 〔ぼ くは,これをコルバ ランの眠 りと読みちがえ,ボ リスにたしかめ

るまでコルバ ランが殺 されたのかと思っていた. )ゲバラの言葉,ネ/レーダの詩,- ミ

ングウェイの詩の抜粋なども書かれていた.ヴィク′トール ･ノ､ラの死を悼んだ文 もあっ

た.虐殺現場の写真に ｢われ らのデモクラCIA｣というコメン トがつけれあった りし

た. これ らチ リ関係の壁新聞の総見出 しは ｢チ リー 地球の痛み｣というものであった.

〔その他,エフ トシェンコはプラウダにコルバランに捧げる詩 をかいていた.また,た

またまチ リを旅行中だった日本人学生 がクーデターに出 くわし,旅券 をみせたのにつか

まって収容所に何 日かぶちこまれた記事 〔た しか共同通信 )もプラウダに出ていた (こ

の 30行ほどの記事 をぼ くは物理の図書室で辞書をひきひ き時間をかけてよんだ.帰国

後よんだ日本の新聞ではこれに相当す る記事は見かけなかった ).テ レビでもチ リ特集

の番組 をくんでいた.新聞の国際欄は,ぼくの滞在中ずっとチ リ関係のニュース - チ

リでのできごとおよびそれ-の世界中での抗議行動 を報導 しっづけていた. )中東戦争

についても, ソ連の新聞は中東戦争開始直前のイスラエルの準備行動 一 予備役軍人の
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召集等々を指摘 しつつ,イスラエ/レによって準備 ･挑発 されたものとい う立場をつらぬ

いていT=.壁新聞はイスラエル軍の攻撃で殺 され傷っけられた難民の写真 を大きく掲げ,

イスラエル軍の蛮行 を攻撃 していTC.

中央舘 と学生寄宿舎 をっなぐ廊下には掲示板があって,寮生相互間のものと思われる

いろいろな伝達事項が貼ってある.モスクワ大学にはソ連以外 の国々か らもたくさんの

学生が留学 していて,国際色非常にゆたかである 〔ぼくは,モスクワ大学東洋語学部の

日本語科 3年生のヴェ トナム人男子学生か ら ｢アナタワ日本人デスカ, ワタシハヴェ ト

ナム人デス｣と日本語で話 しかけられたことがある )∩だか ら, この掲示板に貼ってあ

った連絡 もアラビヤ語 〔文字から推察 )あり, フランス語 あり, スペイン語 〔推察 )あ'

り,中央アジヤ風の文字でかかれたものあ り, ドイツ語あ りとい う風でまことに多彩で

あっT=.英語でかかれT=ものもあったがi それはイン ド人学生協会 の ｢今度イ ン ド-ソ

連間の協定の中味が前進 して,留学イ ン ド学生数 がふえる云々｣との旨の連絡文であっ

7こ●

亡 くな った人 物理学部の玄関を入った ところホールには,太 さ7-80cmくらいの

太い四角い柱 が数本ホールを貫いて立っている.これ らの柱 もまた掲示板 の役割 をして

いる.あるP,この柱 の一面が赤い布でおおわれて,そこに黒枠 で固まれ7:(_若い女の人

の写真 がかかげられていた.写真のす ぐ下に名 と父称 と牡 がかかれてお り,生年月 日と

亡 くなった目しそれがその日であった.亡 くなった人 は30才だった )がそれにつづき.

さらに物理学部のある講座の事務員であったこの人が重い病気ののちに今 日亡 くなった

と書いてあり,その人の仕事 と学部-の貢献について紹介 したたえてあった.柱の前に

は床に赤い布でおおっに台がおかれ (木製の長椅子 を赤 い布でおおった ものとぼ くには

見えた ),鉢植の数個の花がおかれていた.翌 日みた ときには三角 フラスコに挿 した可

憐な花 もいくっか供えられていた.ぼ くは,赤が,死を悼む気持 をあらわす色 としてそ

れな りの荘重な深みのある雰囲気を作 りうる色であることを知った.

青年組織 物理学部 2階に軽食堂があることを,そこで食事 をLTC国際会議参加者 は

覚えているであろう.その斜めむかいにコム ソモールの物理学部の書記局があるのにあ

る日気付いた.そのことをアナ トー リイとボリスに言 って, ソ連の学生の生活や社会活

動のことを直接 ソ連の学生からきいてみたいのだ.コム ソモールの書記局 を訪ねてみて
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もよいだろ うかとたずねてみたら, よし,ではおれたちが都合をきいてみてやろうとい

って, 2, 3日後に OKの返事をもってきて くれた.それで 2度ほどその書記局をたず

ねていろいろきいてみた.

ソ連 では新学 年 は 9月 か ら始 ま るが入学年 令 は満 7才 で あ り, 10年 間学 校

(Shkola)に在学す る.そのあとで大学に進むO大学 には単科大学 (Institut)と縁合

大学 (Universitet)がある.モスクワ大学物理学部の入試科 目は数学 2,物理 1, ロ

シャ語 2の計 5科 目である. ロシャ語 2科 目とい うのはイズロジェ-ニェとサチニェ-

ニェで, この区別はコムソモール書記の説明をきいただけではよく分 らなかっ冗.多分,

作文 と論文 とでもいった意味あいをもっているのであろう. ｢入試は難か しいか｣ と尋

ねた ら書記は顔 をしかめて ｢非常に難かしい｣とこたえた (かれは既婚の大学院学生

し男 )である.大学入学以前にどの程度の基礎知識 をもっているのか と思い.微積分は

大学-入ってからやるのかと開いてみた ら,微積分の初歩 は学校でやってくる, とのこ

とであった.モスクワ大学物理学部の定員は 1学年 あた り500 人 〔ここらの数辛.節

出のアナ トー リイの話 と若干 くいちがうがこちらの方が正 しかろう ).在学年限 5年半

でこの最後の半年は卒業論文の仕事のための期間である.大笥完は 3年間で定員は 1学

年あた り60人である.在籍女子学生数 の比率 は現在約 25%とのことであっTC.外国

人学生は2つのグループを別につ くって教育 がなされ ているとのことだった 〔ボ リスに

よれば天文の講座に4年生か 5年生の 日本人学生 が1人いるそ うである ).

コムソモー/レ-の物理学部学生の組織率 は約 94goだそ うである.各学年に 450人

を上まわ るコム ソモール員がいることになる.一階ホールの掲示板 には各学年 ごとのコ

ム ソモールの行事や学習 ･研究会の予定表などがた くさん貼 り出 してあった. もちろん,

コムソモールとは別に 日本の学生 自治会に相当する StudentCouncilもある.平和運

動や社会活動で ソ連の学生はどんな活動 をやっているか ときいてみた ら, コム ソモール

に入っていろんなことをやっているか ら, どんなことをと聞かれて も一つ一つは答 えら

れない,いろんなことをやっている. という答 がかえってきた し中央舘のチ リ問題の壁

新聞のそばの太い柱 には, コムソモール員は ソ連平和委員会-行って仕事 を手伝え とい

うコムソモール委員会からの伝達や, コムソモールとしての行動 スケジュー/レなどが貼

ってあっにのをぼ くは見ている ).その頃新聞に ｢今や収寒が共産主義-の最前線だ｣
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とか ｢5ケ年計画 の千 日目｣ とかの見出 しで収獲が順調に進んでいるという記事があっ

たことや,すでにのべたジャガイモほりの壁新聞写真のことを思い出しながら,処女地

の開拓などに参加 した りするのかを聞いてみようと思ったが ｢処女地｣とい う言葉が出

て来ない.そこで一計を案 じて, ｢ショーロホフに "静かな ドンP ともうーっ有名な長

編小説があるだろ う.あれは何 という題だっけ ?｣相手に "開かれT=処女地P といわせ

て処女地の開拓に話題 をもっていこうとしたのだが,相手はぼくが急に話題 を文学に転

じたかと思ったようで,話は全 く混線 してしまった.そこで話題を転 じてかえってアナ

トー リイとポリスにきいた話題 ｢コム ソモール活動家は物理を勉強する時間があるか｣

をたずねてみた.たまたまそこにピチ ビチした女子学生が入ってきた.かの女は英語わ

よくできる女子学生だったので,書記がぼ くとの応符を代ってやってくれ と頼んだ.ぼ

くの質問に対 して,かの女はきっぱ りと ｢われわれの所には時間がある｣ とこたえた.

ぼ くは決 して反 ソ宣伝の材料にしようなどというつも りはな く真面目な質問だというこ

とを分らせようと思って ｢日本では社会的活動に活発な学生は,物理 を勉強する時間の

足 りぬことに悩んでいるのであるが-･-｣ ｢われわれの所 には充分時間がある｣ ｢20

年以上 も前.われわれは学生のとき,朝鮮戦争のさなかに反戦運動をやっTC.そのとき

も同 じ悩みをいだいたものであるが---｣ ｢われわれの所には充分時間がある.われわ

れの書記は学生ではな く大学院学生だがちゃんと物理 もやっている.あなたはもっと

concreteな質問をすべきである｣,ぼくの質問に対する答 をひき出しえなかったこと

は残念であったけれ ども,ぼ くの質問に断固 として ｢われわれの所には充分時間がある｣

と一貫 して答えつ ゞけたかの女に.ぼ くは何かほほえましくなるような好感 をおぼえた.

あと少 し,学生生活についてきいてみた.授業料 がただであること,寄宿舎が完備 し

ていること〔ただし全寮制ではないようである ),全学生に奨学金 が支給 されているこ

と等は日本でもかな りよく知 られてある.あとでぼくは気付いたのだが,学生には. ど

うも金券のようなものが給付 されているようであった.日本の名刺 くらいの大きさでや

や厚手の上質わら半紙ていどの紙質の紙 を何故かとり出 して,物理の軽食堂で食事代を

支払っている場面をぼ くは何度かみた.その金券は大学の外でも通用す るようで,大学

ホテルの近所 の食料品店で,学生がその金券 【とおぼしきもの )で支払いをしているの

も見た†
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JASON問題 アナ トー リイとボリスにJASON科学者の話をLT=.かれ らはあま

りこのことを知 らなかったようである.ぼ くは西欧でこれに関連 して起ったいくつかの

出来事を紹介し,また 日本でも日本で開かれる国際会議-の招待予定者の中にJASON

機関のメンバーが入っていて,それ-の招待をどうするかが大きな問題になっていると

いう話をLTC.ボ リスが ｢ある科学者がJASON機関のメンバーであるか否かがどうし

て分るのか｣ときいTC. ｢アメ リカの反戦活動家が機密文書を入手 し,それを公表 しTC.

今やその リス トは広 く知 られている｣.アナ トー リィが ｢それはぜひ知 りたいものだ.

ソ連でも,今度われわれの研究室にスエーデンからニールセンが来たように,外国から

かな り_人 を呼べるようになった. もしKondorskyが知 らずにJASONのメンバーを呼

ぶような計画をたてるようなことがあった ら.おれはそれに反対せねばならぬ｣ といっ

冗.ぼ くは帰国したらす ぐ英文のJASONの関係の資料を送ると約束 し冗 (ぼくは帰国

後約束を果 した ).
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